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　平成29年12月21日㈭、町総合文
化センターパルナスにおいて、町出
身力士の阿武咲関の三役昇進記念
祝賀会が行われ、支援者や地元の相
撲ファンら470人が集まりました。
　濱舘町長は冒頭で「阿武咲関の三
役昇進を心からお祝いします」と祝
辞を述べました。阿武咲関の親方で
ある阿武松親方は「日頃の泥臭い稽
古と本人の研究の成果がでてきた。
応援してくださる皆様のおかげで
す。これからも成長を温かく見守っ
てください」と挨拶しました。
　その後、中泊道場の後輩たちから花束が贈呈されたほか、相撲甚句が披露されました。また、阿武
咲関と親方との交流や写真撮影で盛り上がりました。
　参加した中泊道場の後輩たちは「阿武咲関のように強くなりたい。大相撲で阿武咲関と戦いたい」
と闘志を燃やしていました。

　
１
月
27
日
㈯
、
農
産
加
工
販
売
施
設
ピ

ュ
ア
で
、
な
か
ど
ま
り
冬
ま
つ
り
が
行
わ

れ
、
約
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
応
援
に
駆
け
付
け
た

こ
ど
も
園
児
童
ら
に
よ
る
お
遊
戯
が
披
露

さ
れ
、
来
場
者
か
ら
は
声
援
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
お
汁
粉
や
豚
汁
の
振
る
舞

い
、
雪
上
綱
引
き
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
大
型
す
べ
り
台
が
作
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
は
大
人
気
で
し
た
。

遊
び
に
き
た
子
ど
も
た
ち
は
「
す
べ
り
台

が
楽
し
か
っ
た
。
も
っ
と
す
べ
り
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

冬
で
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち

2
0
1
8
な
か
ど
ま
り
冬
ま
つ
り

故郷で活躍を誓う 阿武咲関三役昇進祝賀会

来場者みんなで振る舞い豆まき

大人気のすべり台

道場の後輩たちと
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　中泊町と五所川原市を結ぶ津軽鉄道の利
用活性化を目的とした、両市町職員による
活性化促進チーム「津鉄ア・モーレ」の合
同結成式が１月９日㈫、五所川原市役所で
行われました。これは近年利用者数が落ち
込んでいる津軽鉄道が地域に必要な公共交
通であることから、利用活性化に向け職員
がアイデアを出し事業化などを検討してい
くものです。結成式ではメンバーがそれぞ
れ意気込みを披露しました。
　19日㈮には、五所川原市役所で津軽鉄
道株式会社の白鳥総務課長を講師に迎えて
の研修会が行われました。研修会では、津
軽鉄道の沿革や現在の取り組み状況の説明
があり、メンバーらは真剣な表情で聴いて
いました。白鳥総務課長は「我々職員では
思いつかないような、斬新なアイデアで津
軽鉄道を盛り上げて欲しい」と話していま
した。

　

新
春
を
笑
っ
て
迎
え
よ
う
と
１
月
６
日
㈯
、
起

き
て
夢
見
る
会（
会
長
・
夏
原
謙
二
）が
駅
ナ
カ
に

ぎ
わ
い
空
間
で
「
新
春
初
笑
い
市
」
を
行
な
い
ま

し
た
。
始
め
に
金
多
豆
蔵
人
形
芝
居
が
行
わ
れ
、

正
月
を
題
材
と
し
た
や
り
と
り
に
来
場
者
か
ら
笑

い
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
芸
能
発
表
で
は
、

花
柳
穂
紀
桜
会
が
新
春
舞
踊
を
披
露
し
、
健
康
ダ

ン
ス
「
べ
え
子
ち
ゃ
ん
」
が
新
春
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
の
振
る
舞
い
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
「
モ
チ
モ
チ
し
て
お
い
し
い
。

も
う
１
つ
食
べ
た
い
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
は
今
年
の
運
試
し
と
し
て
ビ
ン
ゴ
大
会

が
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
は
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
度
に
一
喜
一
憂
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
駅
ナ
カ
で

新
春
初
笑
い
市

津軽鉄道活性化へチーム発足‼ 津鉄ア・モーレ
結成式

津鉄ア・モーレ‼

津軽鉄道の現状を学ぶ

花柳穂紀桜会

べえ子ちゃん みんなでかけ声　ヨイショ‼
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１
月
❶❺
日
㈪
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
お
よ
び
道
南
エ

リ
ア
と
の
交
流
を
目
的
に
北
海
道
木
古
内
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
中
泊
町
や
五
所
川
原
市
か
ら
❸❽
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
津
軽
中
里
駅
か
ら
奥
津
軽
い
ま
べ
つ

駅
ま
で
路
線
バ
ス
で
、
そ
の
後
は
新
幹
線
で
北
海
道
木
古
内
町

に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

木
古
内
町
で
は
４
人
の
行
修
者
が
ご
神
体
を
抱
い
て
厳
冬
の
海

に
入
り
み
そ
ぎ
を
行
う
、
寒
中
み
そ
ぎ
を
見
学
し
ま
し
た
。
水

ご
り
も
行
わ
れ
、
そ
の
迫
力
に
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
木
古
内
町
の
郷
土
資
料
館
い
か
り
ん
館
に
行
き
、
お

守
り
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
か
り
ん
館
で
は
、
来
場
者
１
万

人
に
ツ
ア
ー
参
加
者
の
古
川
笑
智
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
木
古
内

町
の
大
森
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
カ
り
ん
も
駆
け
つ
け
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
木
古
内
町
の
道
の
駅
で
お
土
産
を
買
い
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
「
2
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
祭
り
で
、

す
ご
い
迫
力
が
あ
っ
た
。今
度
は
晴
れ
て
い
る
と
き
に
見
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成29年12月26日㈫
　鰺ヶ沢町の山村開発センターでSBPエリア交
流会 in 青森津軽が開催され、中里高校SBP同
好会も参加しました。交流会には他にも、鰺ヶ
沢高校のSBP研究会、木造高校深浦校舎のふか
うらSBP、愛知県からは高浜高校SBP、北海道
からは天売高校が参加していました。
　始めに各SBPの取組発表を行いました。私た
ちは、自分たちが考案したメバ焼き！の開発か
ら完成までの経緯、これからの取組目標を発表
しました。緊張しましたが、上手く伝えられた
と思います。
　次に、私たちのメバ焼き！、鰺ヶ沢高校SBP
研究会の力士くんおやき、ふかうらSBPのマグ
ロ焼きの実演・試食交流を行いました。「おい
しい。もう１個食べたい」という声が聞こえて
きて嬉しかったです。

2
0
0
年
の
伝
統
感
じ
木
古
内
を
堪
能

木
古
内
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
ツ
ア
ー

水ごりの様子

お守りづくり

3校でＳの絆焼きを実演

１万人記念‼ イカりんもいかりん館へ

岸川先生の話を真剣に聞く生徒たち

中里高校ＳＢＰ活動日誌
ソーシャル・ビジネス・プロジェクト
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昨年12月20日㈬、町と齋勝建設㈱（代表取締役社長・齋藤彰浩）が、災害
時における応急対策業務の協定を締結しました。濱舘町長は「全国で

自然災害が発生している。本県でも大いに発生の可能性がある」と災害対策
体制の推進について述べました。この協定は、小泊地域に地震や風水害など
の自然災害が発生または発生する恐れのある際に、公共土木施設などの被害
情報の収集や報告、障害物の除去および応急復旧などを行う内容となってい

ます。より迅速に災害応急活動に取り組むことができ、２次、３次災害を食い止めることにつながります。齋藤
社長は「住民の生命と財産を守るため、災害時の道路や河川の復旧などで町に貢献できれば」と話していました。

青森県民体育大会陸上競技の部で連続して１位となり、
大会の発展に大きく寄与したとして町陸上競技協会

と個人３人が表彰を受け、昨年10月２日㈪に濱舘町長を
訪問しました。訪問したのは、５年連続総合優勝を飾った
町陸上競技協会会長の加藤則子さん（派立中）、個人種目で

は５年連続１位となった走高跳の野上千春さん（下高根）、砲丸投の今亜利紗さん（派立上）、10年連続で１位と
なった砲丸投の川浪貴久さん（薄市上）の４人です。報告を受け、濱舘町長は「皆さんの普段の努力に心から敬意
を表します。これからも陸上の町として強い中泊町を引っ張り盛り上げてほしい」と話していました。

新しい年にあたり、１年の決意を新たにしようと、１月12日㈮中里高校
で新年立志会が行われました。全校生徒が参加した立志会では、始めに

五所川原市にある山王坊日吉神社の松橋宮司の講話が行われました。宮司は
「日本に伝わる風習や伝統には、様々な思いや意味が込められているので、
大切にしていけるような人になってほしい」と話しました。次に各学級の代
表者が今年の決意表明をしました。勉強や部活、進学した先での目標を発表
すると生徒からは大きな拍手があがっていました。その後、全校生徒で餅つ
き会を行い、つきたての餅を味わいました。参加した生徒たちは「自分が決めた目標なので、達成できるように
がんばっていきたい。餅つきは難しかったです」と楽しそうに話していました。

昨年12月20日㈬に行われた平成29年度産「あおもりの旨い米グランプ
リ」のまっしぐら部門において、長利謙二さん（下豊岡）のまっしぐ

らが準グランプリを受賞しました。同26日には濱舘町長を訪問し、受賞
を報告しました。本グランプリは、県産米の更なる評価向上に向け平成
27年度から行われています。評価は、成分や整粒歩合を審査する１次審
査と、精米・炊飯し、ソムリエが実際に食べて評価する２次審査によって
決められます。濱舘町長は「中泊町でもこんなに良いお米を作られるということを見事証明してくれた。町全体
で、良いお米ができるよう切磋琢磨していってほしい」と話していました。長利さんは「昨年は１次審査で落ち、
今回こそはという気持ちで作った。このような結果になりうれしい」と感想を述べました。

迅速な災害対応のために
齋勝建設株式会社と協定締結

積み上げられた努力に敬意
県民陸上大会での表彰を報告

新たに立てた目標目指して
中里高校で新年立志会

旨い米準グランプリ受賞
長利謙二さんが町長へ報告

まちの話題Topics
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FEB 2018. 下前地区のすくすくしたまえ館で１月７日㈰、ゆきんこま
つりが開催され地元の親子を中心に21人が参加しました。

　このまつりは、下前地区の母親クラブのみなさんが主催し、
地域の子どもたちと一緒に巨大カルタや、○×クイズ、ハンカ
チ落としなど昔ながらの遊びを楽しみました。いっぱい遊んだ
後は、みんなでカレーライスをおいしくいただきました。参加
した子どもたちは「大きいカルタが楽しかった。ハンカチ落と
しで走ったら疲れた」と楽しそうに話していました。

新年最初のイベントである恒例の元旦マラソン
大会が、体育センター前で行われ、約58人が

参加しました。開会式中、雨が降るなど天候が心配
されましたが、スタート前には雨もあがり、気持ち
のいいスタートとなりました。
　この日は、濱舘町長も参加し、体育センターから
津軽中里駅までの往復約２㎞を参加者とともに走り
ました。沿道の住民からは「毎年元旦の朝にマラソ

ンを見るのを楽しみにしている。町長さんも最後まで頑張ってください」と応援の声が聞かれました。参加者は
「今年も元日から体が引き締まった。来年も参加出来るように今年一年健康で過ごしたい」と話していました。

町子ども会育成連合会が、12月23日㈯日本海漁火センター
でクリスマスケーキ作りを行い、40人が参加しました。

　子どもたちは、慣れた手つきで生クリームを泡立て、スポン
ジケーキに塗っていました。果物を散りばめて出来上がったケ
ーキは子どもたちの個性が表れており、みんな満足のいった顔
をしていました。参加した子どもたちは「隠し味に中にも苺を
入れた。お家に帰って食べるのが楽しみ」と笑顔で話していま
した。

元日にお迎えした年神様を火にのせて天にお返しする
火祭り行事「どんと焼き」が１月13日㈯、宝の森広

場特設会場で開催されました。氷点下５度と厳しい冷え込
みでしたが、天候に恵まれ、約200人が門松やしめ縄、破
魔矢、お守りなどを持ち寄りました。妙法寺の山田副住職
が祈祷する中、町民や薄市こども園の園児たちは、激しく
燃え上がった炎に手を合わせ、煙を浴びながら、１年間の
無病息災を願っていました。

昔ながらの遊びを楽しむ
下前でゆきんこまつり

走り初めで１年をスタート！
元旦マラソン

１年間の無病息災を願って
中央公民館がどんと焼き開催

自分だけのクリスマスケーキ
子ども会育成連合会がケーキ作り

まちの話題 Topics
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☆ 支給対象者
　 　後期高齢者医療制度に加入している人で医療保険と介護保険の自己負担額（注）の両方の支払

いをした人が支給の対象となります。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している人が複数い
る場合は、世帯で合算します。

☆ 対象期間
　 　平成28年８月１日から平成29年７月31日まで。
　　（毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。）
☆ 支給額
　 　医療保険と介護保険の自己負担額の合計が、所得区分に応じた自己負担限度額（表）を超えた

場合に、その超えた額が支給されます。ただし、超えた額が500円以下の場合は支給対象とな
りません。

☆ 支給申請
　 　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
　 　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、

平成30年２月下旬に青森県後期高齢者医療広域連合
から支給申請のお知らせをお送りします。お知らせが
届いた人は担当窓口に申請してください。

　 　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入
した人や転入してきた人などがいる世帯には、支給対
象となる世帯でも、支給申請のお知らせが送られない
場合がありますので、対象になると思われる人は担当
までお問い合わせください。

○申請に必要なもの
　・支給申請書
　・ 高額介護合算療養費・高額医療合算介護（予防）サービス費の支給申請について（お知らせ）
　・ 個人番号（マイナンバー）がわかるもの（通知カードまたは、個人番号カード）
　・ 本人確認書類（官公庁発行、発給の顔写真付き身分証明書など）
　・印鑑（認印）
　・ 通帳（または通帳のコピー）など口座情報のわかるもの
　※ 被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要です。（事前に提出した場合は不要です。）
　※ 被保険者以外の人が申請又は受領する場合は委任状が必要です。
　※ 被保険者以外の人が申請する場合は委任状に加え、被保険者の個人番号がわかるもの（コピー可）、申

請者の本人確認書類などが必要ですので、詳しくは担当までお問い合わせください。
　※ 重度心身障害者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
　※ 対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険や他市町村の介護保険に加入歴があり、自己負担

額がある場合は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。

低所得Ⅱ： 世帯員全員が住民税非課税の人
低所得Ⅰ： 世帯員全員が住民税非課税の人

のうち、世帯員全員の各所得金
額が0円の人

（注） 自己負担額は支払った額から高額療養
費や高額介護（予防）サービス費を除い
た額です。

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得 67万円

一　　般 56万円
低所得Ⅱ 31万円
低所得Ⅰ 19万円

〈表〉

後期高齢者医療　高額介護合算療養費支給申請のお知らせ
問  役場町民課老保年金係 内  1312
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弘
前
実
業
高
校
服
飾
デ
ザ
イ
ン

科
の
３
年
生
が
製
作
し
た
「
弘
実

デ
ザ
イ
ン
角
巻
き
２
０
１
８
」
10

作
品
を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

期
間
限
定
で
の
展
示
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
展
示
日

　
　

２
月
26
日
㈪
、
27
日
㈫

■
場
所
…
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

　

中
央
公
民
館
で
は
次
の
日
程
で

〝
親
子
・
友
達
で
楽
し
も
う
〞
簡

単
ク
ッ
キ
ン
グ
「
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー

キ
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ

う
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日
…
３
月
４
日
㈰

■
時
間
…
午
前
９
時
30
分

■
場
所
…
中
央
公
民
館
実
習
室

■ 

募
集
人
数︵
組
︶…
15
組（
親
子
・

友
達
の
ペ
ア
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

■ 

参
加
料
…
１
組　

５
０
０
円

（
ペ
ア
で
１
個
作
り
ま
す
）

■
講
師

　
　

町
栄
養
士　

鈴
木　

瑞
季

■
申
込
み
…
２
月
22
日
㈭
ま
で

■
申
込
み
先

　
　

中
泊
町
中
央
公
民
館

■
そ
の
他

① 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

② 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
使
用
す
る

農
業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
・
免

税
証
の
交
付
申
請
を
次
の
と
お
り

仮
受
付
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
人
は
必
要
書
類
を
揃
え
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
免
税
軽

油
使
用
者
証
・
免
税
証
の
交
付
は

４
月
１
日
以
降
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
申
請
が
遅
く
な
る
場
合
、

交
付
日
も
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
な
お
平
成
30
年
度
税
制
改

正
に
よ
る
免
税
軽
油
制
度
の
継
続

が
正
式
な
交
付
の
条
件
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○ 

日
時
…
１
月
４
日
㈭
以
降
随
時

９
時
か
ら
16
時
ま
で

○ 

場
所

　

 

五
所
川
原
合
同
庁
舎（
警
察
署
隣
）

　

１
階
県
税
部　

４
番
窓
口

○
必
要
書
類
な
ど

①
印
鑑（
認
め
印
）

②
耕
作
証
明
書

③ 

免
税
軽
油
使
用
者
証（
初
め
て

申
請
す
る
人
を
除
く
）

④
返
信
用
郵
便
切
手
４
０
２
円
分

⑤ 

使
用
機
械
の
譲
渡
証
明
書（
初

め
て
申
請
す
る
人
お
よ
び
使
用

機
械
に
変
更
の
あ
る
人
の
み
）

　請求期限を過ぎると、第10回特別弔慰金を受ける
権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。

■支給対象となる人
　平成27年４月１日（基準日）において、「恩給法によ
る公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法によ
る遺族年金」などを受ける人（戦没者の妻や父母など）
がいない場合に、以下の順番で順位が先になるご遺族
お１人に支給されます。

支給対象者は、戦没者などの死亡当時のご遺族で
　１． 平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等

　援護法による弔慰金の受給権を取得した人
　２．戦没者などの子
　３．戦没者などの①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
　　※ 戦没者などの死亡当時、生計関係があったこと

などの要件を満たしているかどうかにより、 順
番が入れ替わります。

　４． 上記１から３以外の戦没者などの三親等内の親
　族（甥、姪など）

　　※ 戦没者などの死亡時まで引き続き１年以上の生
計関係があった人に限ります。

■支給内容
　国債名称……第10回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面……25万円（５年償還）

第10回特別弔慰金の
請求期限が近づいています。

平成30年４月２日までに、
ご請求ください。

「
デ
ザ
イ
ン
角
巻
」

展
示
の
お
知
ら
せ

１
６
１
３

内
役
場
水
産
商
工
観
光
課
観
光
係

問

〝
親
子
・
友
達
で
楽
し
も
う
〟

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

☎︵
⓹柒
︶２
３
４
１

中
央
公
民
館

問

農
業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
・

免
税
証
の
交
付
申
請
仮
受
付

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

問
０
１
７
３︵
叅㆕
︶２
１
１
１

☎

戦没者などの
ご遺族の皆様へ

問  役場福祉課福祉係 内  1516
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1号広告（縦42mm×横87mm）
広告料　5，000円

 

(有) 青 山 建 材
今泉字唐崎２９３－１

青森県知事許可第400273号

家　屋　の　       承　り　ま　す解 体
黒 土 ・ 赤 土 ・ 土 砂   販  売

・FAX ５８－３０５１

　

４
月
１
日
か
ら
五
所
川
原
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
受
付
日

時
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
、
し
つ

こ
い
勧
誘
な
ど
、
困
っ
た
な
と
思

っ
た
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

相
談
受
付
日
時

　

 

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

五
所
川
原
警
察
署
長
・
五
所
川

原
地
区
交
通
安
全
協
会
長
連
名
の

平
成
29
年
度「
優
良
運
転
者
表
彰
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
に
該
当

す
る
人
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

現
在
も
運
転
し
て
い
る
、
10
年

以
上
の
無
事
故
・
無
違
反
の
人
。

② 

運
転
免
許
証
の
住
所
が
中
泊
町

の
人
。

③ 

協
会
加
入
５
年
以
上
の
会
員
で
、

触
法
行
為
が
無
く
地
域
の
支
部

長
が
推
薦
す
る
人
。

④ 

運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
最

も
古
い
「
取
得
年
」
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

　

 

昭
和
27
年
・
32
年
・
37
年
・
42

年
・
47
年
・
52
年
・
57
年
・
62

年
・
平
成
４
年
・
９
年

　

受
付
期
間
は
３
月
１
日
㈭
か
ら

４
月
10
日
㈫
ま
で
。

　

申
込
書
は
、当
協
会
事
務
局（
警

察
署
・
金
木
分
庁
舎
内
）と
地
域

の
支
部
長
に
あ
り
ま
す
。
な
お
申

込
時
に
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

（
１
ヶ
月
以
内
の
も
の
、
Ｓ
Ｄ
申

請
料
６
３
０
円
）、
印
鑑
が
必
要

で
す
。
不
明
な
点
は
、
協
会
事
務

局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

︿ 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講

習
会
﹀

■
日
時

① 

４
月
２
日
㈪
〜
５
日
㈭
…（
大

型
・
中
型
・
普
通
免
許
所
有
者
）

② 

４
月
２
日
㈪
・
６
日
㈮
…（
大

型
特
殊
免
許
所
有
者
）

　

午
前
８
時
40
分
〜
午
後
６
時

■
場
所

学
科
…
西
北
労
働
基
準
協
会

実
技
…
五
所
川
原
中
央
青
果
構
内

■ 

締
切
…
３
月
26
日
㈪
か
①
40
人
、

②
40
人
に
達
し
次
第
締
め
切
り

【医療設備リニューアルのお知らせ】

■Ⅹ線診断装置（レントゲン）
平成29年 3月10日新設

■音波診断装置（エコー）
平成29年12月25日新設

　最新の超音波診断装置の
導入により、心臓病、頸動
脈の動脈硬化などの心疾患、
血管疾患、甲状腺疾患の診
断能力、計測する機能が向
上しました。
　また、肩関節疾患などの
筋・骨格系疾患、外傷の診断能力も向上しました。
　従来の肝臓、胆嚢、膵臓、腎臓の腹部臓器の画
像診断も引き続き診断可能です。
　腹痛や関節痛、外傷、健診の異常の精査で有用
な場面がありますので、気軽にご相談ください。
　これからも皆さんの健康を守るため、日々の診
療のお役にたてるよう努力してまいります。

　相談員が借金の状況などをお伺いし、必要
に応じて、弁護士などの無料法律相談や、専
門機関に引継ぎを行います。
　相談は秘密厳守・無料。お電話での相談も
可能です。

■相談専用電話…℡017－774－6488
■場所…青森合同庁舎３階（青森市新町2丁目）
　　　　青森財務事務所
■受付…月～金（祝日・年末年始除く）
　　　　　８時30分～12時
　　　　　13時～16時30分

五
所
川
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

五
所
川
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問︵
叅叅
︶１
６
２
６

☎

優
良
運
転
者
表
彰
の
お
知
ら
せ

︵
叅㆕
︶５
６
５
０

☎
五
所
川
原
地
区
交
通
安
全
協
会

問

︵
叅㆕
︶５
６
５
０

☎

北
部
分
会

問

西
北
労
働
基
準
協
会
講
習
の
ご
案
内

︵
叅⓹
︶６
３
３
６

☎ ︵
一
社
︶西
北
労
働
基
準
協
会

問

小泊診療所だより
問  小泊診療所 ☎  （64）2117

借金に関する
相談窓口のお知らせ

問  東北財務局青森財務事務所理財課
☎  017－722－1463
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相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・

家
族
間
の
問
題
な
ど
法
律
が
関
係

す
る
お
悩
み
を
抱
え
た
女
性
の
た

め
に
、
女
性
司
法
書
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

法
律
家
に
相
談
し
に
く
か
っ
た

皆
様
、
女
性
な
ら
聞
い
て
も
ら
え

る
、
話
せ
る
、
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
皆
様
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

３
月
３
日
㈯　

10
時
〜
16
時

■
場
所

　

ア
ス
パ
ム
５
階
「
あ
す
な
ろ
」

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
、

具
体
的
な
手
続
が
必
要
に
な
る
場

合
に
は
、
別
途
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
上
記
日
時
以
外
で
も
青

森
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー（
℡
０
１
２

－
９
４
０

－

２

３
０
）へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
、

無
料
相
談
の
ご
予
約
を
承
っ
て
お

り
ま
す
。

　公益社団法人みちのく・ふるさと貢献基金法人で
は、県内における個人、団体、NPO法人、企業な
どが地域の発展、地域貢献に資するために地域資源
を活用・創造する活動や、健康増進、医療、福祉、
環境に関連する活動に対し、必要な費用を助成して
います。
■応募期間…４月１日㈰～６月30日㈯
■ 応募方法…ホームページから申請書をダウンロー

ドし、必要事項を記入して財団事務局へ送付して
ください。

■助 成 金…必要費用以内で、100万円を限度

　石綿を吸い込むことにより発症する疾病には、肺
がん、中皮腫、石綿肺、びまん性胸膜肥厚、良性石
綿胸水など呼吸器系疾病が多く、その潜伏期間は石
綿を吸ってから30年以上と非常に長いことが特徴
です。これらの呼吸器系疾病が石綿を吸ったことが
原因であると認定された人には、国が運営する労災
保険制度もしくは石綿健康被害救済制度から各種給
付を受けることができます。
　もし、みなさんのご家族の中で、仕事で石綿を取
り扱い、または吸ったことがあり、肺がん、中皮腫
などの呼吸器系疾病に罹った人、もしくは亡くなら
れた人がおりましたら、問い合わせ先またはお近く
の労働基準監督署へご相談ください。

　例年３月は、名義変更（移転登録）・廃車（抹消登録）・住所変更（変更登録）など・車検（継続検査）の
手続きで、運輸支局および事務所の窓口は大変混雑します。
　特に、３月中旬頃から月末にかけて徐々に待ち時間が長くなり、申請者の皆さんに大変ご不便をお
かけしております。
　名義変更や廃車などの手続きは、混雑をさけ待ち時間が少ない３月14日以前に手続きしていただ
くようお願いします。
　また、車検は１ヶ月前から受けることができますので、３月下旬に集中しないようお早めに受検し
ていただくようお願いします。
　ユーザー車検は、下記のインターネット検査予約サイトにより検査予約を行ってください。予約操
作のお問い合わせは、自動車検査予約ヘルプデスクでお答えしておりますのでご利用ください。
　なお、軽自動車は「軽自動車検査協会」が手続き窓口になり、手続き方法などが違いますので、ご
注意ください。
　○自動車検査予約システム　https://www.yoyaku.naltec.go.jp
　○自動車検査予約ヘルプデスク　℡0570－030－330（９時～18時　土・日・祝日を除く）

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

青
森
県
司
法
書
士
会

問
０
１
７︵
７
７
６
︶８
３
９
８

☎

みちのく・ふるさと貢献基金
助成事業 募集のお知らせ

肺がん、中皮腫など
石綿関連疾病に罹った人への

補償・救済のお知らせ
☎  017－774－1179
問  公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金事務局

HP http://www.michinoku-furusato.or.jp
☎  017－734－4115問  青森労働局労災補償課

☎  050－5540－2008問  東北運輸局青森運輸支局登録部門

自動車の名義変更・廃車手続き、車検はお早めに！
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■入会のご案内
　 町に居住する原則60歳以上の健康で働く意欲のある人
　※シルバー事業は就業や収入を保障するものではありません。
■お仕事の依頼
　 シルバー人材センターは仕事の内容や発注者のご要望を考慮のうえ、「請負・委任事業」、

「労働者派遣事業」、「有料職業紹介事業」の中から最善の形態を選定し、ご提案します。
　高齢者に適したお仕事を承ります。まずはお問い合わせを！
　※お仕事によっては、必ずしもご依頼を受けられるとは限りません。

シルバー世代の生きがいをサポート　社会参加を支援します
公 益 社
団 法 人中泊町シルバー人材センター

公益社団法人 中泊町シルバー人材センター　☎ 57－2161

◆会員の入会、お仕事の依頼に関するお問い合わせ先◆
　〒037－0305 中泊町大字中里字宝森１番地２（中泊町老人福祉センター内）

　スポーツ・文化・ボランティア活
動など幅広く適用されます。４人以
上の団体でご加入ください。
■ 対象となる事故…団体活動中の事

故・往復中の事故（自動車事故に
よる賠償責任は適用外）

■ 補償内容…傷害保険（通院、入院、
後遺障害、死亡）・賠償責任保険・
突然死葬祭費用保険

■ 加入受付期間
　　３月１日㈭～30日㈮
■ 保険期間
　　 平成30年４月１日　午前０時

から
　　 平成31年３月31日　午後12時

まで
■ 掛金…１人年額800～11,000円
（団体の活動内容・年齢などによっ
て異なります）

　次のとおり教室を開催します。お申込み・お問合せは、それぞ
れの団体へ。

　

県
で
は
自
死
遺
族
へ
の
支
援
と

し
て
、
青
森
地
区
と
八
戸
地
区
を

会
場
に
「
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
県
内
の
自
死

遺
族
が
、
一
堂
に
会
し
て
出
会
い
、

交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
…
３
月
５
日
㈪
14
時
〜
16
時

会
場
…
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森

　
　
　

３
階
「
カ
ト
レ
ア
」

内 

容
…
自
死
遺
族
か
ら
自
死
遺
族

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ（
仮
題
）

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
リ

ン
ク　

南
部
節
子
氏　

な
ど

申
込
…
問
合
せ
先
ま
で

締
切
… 

２
月
15
日
頃（
締
切
後
の

連
絡
も
受
け
付
け
ま
す
）

少年少女柔道教室 少年少女剣道教室

期　日 2月14・19・22・26日
（４日間）

2月13・15・20・27日
（４日間）

時　間 午後７時～９時 午後６時30分　　
　　～８時30分

場　所 修道館（中里中敷地内）

お申込
お問合
せ先

成田接骨院
成田　孝道

☎57－4865

なかどまり剣友会
三上　朝広

☎090－7070－2384
※申込の場合は連絡ください。

主　管 中里柔道会 なかどまり剣友会

1000万人の保険
小さな掛け金・

大きな補償
スポーツ安全保険に

加入しませんか
☎  017－782－6984
問  スポーツ安全協会青森県支部

HP http://www.sportsanzen.org

ちびっ子柔道家・剣道家集まれ‼
少年少女柔道教室・剣道教室

問  教育委員会社会教育課 内  1923

自
死
遺
族
交
流
会
の
お
知
ら
せ

県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
０
１
７︵
７
８
７
︶３
９
５
１

☎
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○
寄
付
金
額
１
万
円

〈
東
京
都
多
摩
市
〉

　
山
田　
香
代
子 

様

〈
東
京
都
国
立
市
〉

　
渡 

辺　
尚 
文 
様

〈
東
京
都
府
中
市
〉

　
長 

田　
大 

雅 
様

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

　
関 

根　
辰 

幸 

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

　
土 

屋　
　

 

猛 

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

　
大 

木　
和 

孝 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
高 

田　
　

 

徹 

様

〈
東
京
都
日
野
市
〉

　
和 

田　
隆 

志 

様

〈
千
葉
県
市
川
市
〉

　
稲 

田　
　

 

優 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
松
尾　
由
希
恵 

様

〈
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
〉

　
敦 

賀　
一 

樹 

様

〈
山
梨
県
笛
吹
市
〉

　
清 

田　
幸 

江 

様

〈
東
京
都
中
野
区
〉

　
高 

松　
芳 

明 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
石 

井　
差 

苗 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
高 

橋　
礼 

子 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
竹 

内　
理 

人 

様

〈
東
京
都
国
分
寺
市
〉

　
糟 

谷　
祐 

輔 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
高 

橋　
康 

郎 

様

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　
穂 

積　
亮 

雄 

様

〈
福
岡
県
北
九
州
市
〉

　
星 
尾　
　

 

豊 

様

〈
東
京
都
国
分
寺
〉

　
吉 
澤　
伸 

夫 

様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
笹 

野　
博 
康 
様

〈
神
奈
川
県
大
和
市
〉

　
伊 

藤　
昌 

幸 

様

〈
滋
賀
県
守
山
市
〉

　
高 

田　
雅 

敏 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
小 

林　
信 

雄 

様

〈
埼
玉
県
三
郷
市
〉

　
佐 

藤　
幸 

夫 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
岡 

庭　
賢 

明 

様

〈
福
島
県
郡
山
市
〉

　
小
野
崎　
卓
也 

様

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

　
甲 

斐　

 　
知 

様

〈
群
馬
県
渋
川
市
〉

　
石 

坂　
絹 

代 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
増 

子　
孝 

義 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
森 

田　
　

 

豪 

様

〈
千
葉
県
松
戸
市
〉

　
長 

嶋　
裕 

介 

様

〈
岐
阜
県
関
市
〉

　
福 

田　
義 

勇 

様

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

　
松 

田　
知 

子 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
森 

本　
健 

一 

様

〈
北
海
道
札
幌
市
〉

　
吉 

田　
　

 

勤 

様

〈
青
森
県
八
戸
市
〉

　
熊 

野　
雄 

平 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
土 

居　
喜 

広 

様

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　
水 
口　
卓 

也 

様

〈
大
分
県
大
分
市
〉

　
稲 
葉　
健 

一 

様

〈
福
井
県
永
平
寺
町
〉

　
根 

来　
航 
平 
様

〈
東
京
都
中
央
区
〉

　
溝 

口　
哲 

史 
様

〈
千
葉
県
茂
原
市
〉

　
大
和
久　
雅
弘 

様

〈
東
京
都
練
馬
区
〉

　
遠 

藤　
　

 

彰 

様

〈
宮
城
県
仙
台
市
〉

　
古 

賀　
洋 

平 

様

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　
板 

坂　
浩 

志 

様

〈
東
京
都
青
梅
市
〉

　
森 

内　
幹 

夫 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
内 

田　

 　
恵 

様

〈
群
馬
県
高
崎
市
〉

　
渋 

沢　
蓉 

一 

様

〈
北
海
道
江
別
市
〉

　
小 

林　
飛 

鳥 

様

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　
潮
田　
健
太
郎 

様

〈
東
京
都
豊
島
区
〉

　
佐
々
木 　

 

匠 

様

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
平 

野　
秀 

夫 

様

〈
北
海
道
札
幌
市
〉

　
寺 

島　
修 

平 

様

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　
清 

原　
美 

秋 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
竹 

内　
義 

明 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
藤 
井　
康 

宏 

様

〈
兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区
〉

　
丹
羽　
康
太
郎 

様

〈
岐
阜
県
本
巣
市
〉

　
後 

藤　
太 

一 
様

〈
栃
木
県
小
山
市
〉

　
覚 

本　
嘉 

美 

様

〈
東
京
都
文
京
区
〉

　
内 

田　
美 

保 

様

〈
東
京
都
千
代
田
区
〉

　
星 

野　
美 

保 

様

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　
小 

川　
暁 

子 

様

〈
神
奈
川
県
相
模
原
市
〉

　
丹 

野　
有 

子 

様

〈
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
〉

　
昌 

子　
達 

也 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
早 

河　
英 

太 

様

〈
東
京
都
調
布
市
〉

　
中 

谷　
智 

浩 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
橘 　
　
勝 

彦 

様

〈
千
葉
県
市
川
市
〉

　
出 

口　
淑 

子 

様

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　
木 

村　
政 

孝 

様

〈
宮
城
県
仙
台
市
〉

　
吉 

田　
英 

司 

様

〈
東
京
都
千
代
田
区
〉

　
上 

野　
賢 

一 

様

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　
田 

原　
裕 

滋 

様

〈
福
島
県
喜
多
方
市
〉

　
宇
佐
美
亜
矢
子 

様

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
原 　
　
雄 

一 

様

〈
神
奈
川
県
平
塚
市
〉

　
中 
村　
彰 

彦 

様

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

　
小 

林　
佑 
昌 
様

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

　
後 

藤　
　

 

健 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
谷 

口　
　

 

望 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
植 

野　
禎 

仁 

様

〈
東
京
都
新
宿
区
〉

　
中 

村　
方 

俊 

様

〈
栃
木
県
宇
都
宮
市
〉

　
星 

野　
裕 

子 

様

〈
東
京
都
渋
谷
区
〉

　
松 

山　
　

 

梢 

様

 〈
東
京
都
稲
城
市
〉

　
笠 

原　
謙 

二 

様

〈
岡
山
県
岡
山
市
〉

　
筑 

後　
一 

郎 

様

〈
東
京
都
千
代
田
区
〉

　
成 

田　
清 

子 

様

〈
愛
知
県
あ
ま
市
〉

　
福 

浦　
鉄 

也 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
大 

村　
昭 

一 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
山 

口　
孝 

裕 

様

〈
宮
崎
県
宮
崎
市
〉

　
糸 

井　
達 

典 

様

〈
千
葉
県
松
戸
市
〉

　
千 

葉　
恭 

平 

様

〈
東
京
都
八
王
子
市
〉

　
室 

川　
一 

平 

様

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　
杉 

田　
尚 

優 

様

〈
東
京
都
府
中
市
〉

　
足 

立　
義 

和 

様

〈
岐
阜
県
関
市
〉

　
松 

原　
茂 

規 

様

〈
北
海
道
帯
広
市
〉

　
尾 

畑　
弘 

美 

様

〈
岡
山
県
岡
山
市
〉

　
合 

田　
　

 

明 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
田 

中　
公 

弘 

様

〈
千
葉
県
船
橋
市
〉

　
土 

澤　
宏 

子 

様

〈
愛
知
県
豊
田
市
〉

　
鳥 

山　
明 

泰 

様

〈
東
京
都
墨
田
区
〉

　
國 

分　
大 

輔 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
八
木
澤　
央
陽 

様

〈
神
奈
川
県
愛
川
町
〉

　
中 

丸　
　

 

隆 

様

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
田 

中　
富 

美 

様

〈
東
京
都
新
宿
区
〉

　
戌 

井　
　

 

海 

様

〈
愛
媛
県
松
山
市
〉

　
山
下　
多
麻
記 

様

〈
兵
庫
県
芦
屋
市
〉

　
尾 

添　
純 

一 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
田 

原　
　

 

誠 

様

〈
埼
玉
県
和
光
市
〉

　
前
田　
佳
代
子 

様

○
寄
付
金
額
２
万
円

〈
大
阪
府
吹
田
市
〉

　
嶋 

岡　
大 

輔 

様

〈
千
葉
県
柏
市
〉

　
関 　
　
英 

樹 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
石 

井　
佑 

介 

様

〈
埼
玉
県
東
松
山
市
〉

　
石 

川　
昭 

一 

様

〈
大
阪
府
枚
方
市
〉

　
姜　

 　
亜 

耶 

様

〈
京
都
府
八
幡
市
〉

　
西 

口　
泰 

夫 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
矢 

口　
文 

夫 

様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
吉
田　
寿
一
郎 

様

〈
神
奈
川
県
厚
木
市
〉

　
外 

崎　
貴 

雅 

様

〈
東
京
都
八
王
子
市
〉

　
円 

井　
満 

弘 

様

〈
長
崎
県
西
海
市
〉

　
小 

林　
　

 

守 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
阿 

部　
美 

枝 

様

〈
千
葉
県
柏
市
〉

　
井 

川　
光 

子 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
〉

　
田 

井　
祥 

雅 

様

〈
宮
城
県
仙
台
市
〉

　
阿 

部　
俊 

徳 

様

祖
父
母
が
住
ん
で
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
よ
り
住
み
や

す
く
な
る
街
づ
く
り
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

中
泊
町
が
よ
り
魅
力
あ
り
、

さ
ら
な
る
発
展
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
い
つ
か
行
っ

て
み
た
い
で
す
。

中
泊
町
の
豊
か
な
自
然
を

次
の
世
代
に
も
ぜ
ひ
つ
な

げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
！

大
相
撲
を
よ
く
見
て
い
て
、

名
前
は
よ
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。

い
つ
か
遊
び
に
行
き
ま
す
。

が
ん
ば
れ
青
森
！

有
機
農
産
品
を
応
援
し
て

お
り
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
カ
ワ
イ
イ
‼

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声

が
町
じ
ゅ
う
に
響
き
渡
る

日
が
来
ま
す
よ
う
、
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
か
遊
び
に
行
く
の
が

楽
し
み
で
す
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

小
泊
の
イ
カ
は
最
高
で
す
。

小
泊
大
好
き
！

阿
武
咲
関
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
名
前
を
知
り
ま
し
た
。

濱
舘
町
長
の
ご
手
腕
に
大

い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
御
町
の
ご
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

濱
舘
町
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
元
気
な

中
泊
町
の
実
現
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

昨
年
小
泊
村
に
行
き
ま
し

た
。
更
に
素
敵
な
村
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

小
さ
く
て
も
頑
張
っ
て
い

る
町
が
好
き
で
す
。

未
来
の
た
め
に
使
っ
て
く

だ
さ
い

中
泊
町
の
繁
栄
と
町
民
の

皆
様
の
平
和
を
祈
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
地

域
の
鉄
道
支
援
を
応
援
し

ま
す
。

息
子
夫
婦
が
住
ん
で
い
る

の
で
、
応
援
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
、
有
機
農
業

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

合
併
し
た
中
泊
町
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

先
般
、
旅
行
で
お
伺
い
し

た
際
に
、
道
の
駅
で
頂
い

た
メ
バ
ル
の
煮
付
が
大
変

美
味
し
く
感
動
致
し
ま
し

た
。

ふるさと納税 ありがとうございました
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AD
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AT
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N
S　
FE
B 
20
18
.

〈
千
葉
県
市
原
市
〉

　
木 

村　
宗 

勝 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
山 
中　
良 

明 

様

〈
青
森
県
弘
前
市
〉

　
栗 

田　
武 
彰 
様

〈
静
岡
県
沼
津
市
〉

　
町 

田　
直 

繁 
様

〈
東
京
都
府
中
市
〉

　
吉 

野　
隆 

史 

様

〈
山
口
県
下
関
市
〉

　
鈴 

木　
英 

樹 

様

〈
東
京
都
足
立
区
〉

　
井 

田　
裕 

典 

様

〈
静
岡
県
御
殿
場
市
〉

　
諸 

井　
一 

也 

様

〈
東
京
都
文
京
区
〉

　
浅 

井　
耕 

作 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
竹 

入　
厚 

志 

様

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　
塚 

本　
松 

一 

様

〈
大
阪
府
高
槻
市
〉

　
井 

前　
義 

彦 

様

〈
東
京
都
文
京
区
〉

　
松 

田　
　

 

繁 

様

〈
大
阪
府
大
阪
市
〉

　
吉 

川　
清 

美 

様

〈
岡
山
県
岡
山
市
〉

　
大
嶋　
理
恵
子 

様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
中
谷　
美
佐
子 

様

〈
三
重
県
東
員
町
〉

　
倉 

田　
崇 

史 

様

〈
東
京
都
国
立
市
〉

　
遠 

藤　
　

 

環 

様

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　
岩 

永　
弘 

志 

様

〈
千
葉
県
松
戸
市
〉

　
高 

橋　
　

 

肇 

様

〈
神
奈
川
県
藤
沢
市
〉

　
椚　

 　
恵 

美 

様

〈
神
奈
川
県
横
須
賀
市
〉

　
大
曽
根　
　
豊 

様

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　
谷 

田　
卓 

郎 

様

○
寄
付
金
額
３
万
円

〈
東
京
都
中
野
区
〉

　
簑 
原　
浩 

史 

様

〈
東
京
都
八
王
子
市
〉

　
池 

田　
篤 
史 
様

〈
岐
阜
県
岐
阜
市
〉

　
石 

田　
淳 

治 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
渡 

辺　
亜 

紀 

様

〈
北
海
道
千
歳
市
〉

　
沖 

野　
信 

一 

様

〈
東
京
都
練
馬
区
〉

　
佐
久
間　
　
優 

様

〈
埼
玉
県
狭
山
市
〉

　
藤 

原　
美 

和 

様

〈
東
京
都
調
布
市
〉

　
野 

納　
敏 

展 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
成 

田　
貴 

子 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
田 

中　
博 

章 

様

〈
東
京
都
墨
田
区
〉

　
石 

藤　
慎 

吾 

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

　
佐 

伯　
秀 

範 

様

〈
宮
城
県
仙
台
市
〉

　
梅 

津　
憲 

由 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
高
橋　
み
ず
き 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
長 

﨑　
文 
子 

様

〈
東
京
都
国
立
市
〉

　
荒 

川　
和 
樹 
様

〈
愛
知
県
小
牧
市
〉

　
小 

川　
雄 

平 

様

〈
奈
良
県
香
芝
市
〉

　
平 

野　
精 

治 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
根 

岸　
　

 

要 

様

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

　
網 

中　
　

 

勝 

様

〈
東
京
都
新
宿
区
〉

　
石 

谷　
俊 

史 

様

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　
西 

澤　
周 

一 

様

〈
大
阪
府
高
槻
市
〉

　
久
和
原　
　
忠 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
西
野　
真
由
美 

様

〈
沖
縄
県
浦
添
市
〉

　
島
袋　
美
代
子 

様

〈
東
京
都
墨
田
区
〉

　
伏 

屋　
洋 

志 

様

〈
愛
知
県
豊
橋
市
〉

　
鈴 

木　
一 

己 

様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
山 

本　
成 

行 

様

〈
東
京
都
足
立
区
〉

　
高 

橋　
俊 

一 

様

〈
茨
城
県
取
手
市
〉

　
齋 

藤　
康 

弘 

様

○
寄
付
金
額
４
万
円

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
太 
田　
康 

一 

様

○
寄
付
金
額
５
万
円

〈
東
京
都
東
大
和
市
〉

　
原　

 　
経 
好 
様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
若 

山　
聡 

満 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
外 

崎　
淳 

一 

様

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　
小 

堀　
香 

織 

様

〈
千
葉
県
印
西
市
〉

　
黒 

田　
勝 

敏 

様

〈
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
小
関　
加
奈
留 

様

〈
東
京
都
大
田
区
〉

　
三 

好　
　

 

達 

様

〈
東
京
都
日
野
市
〉

　
遠 

藤　
洋 

介 

様

〈
奈
良
県
奈
良
市
〉

　
木 

村　
英 

也 

様

〈
茨
城
県
つ
く
ば
市
〉

　
今 

井　
啓 

太 

様

〈
鹿
児
島
県
西
之
表
市
〉

　
前 

田　
宗 

久 

様

〈
千
葉
県
木
更
津
市
〉

　
舛 

田　
寛 

孝 

様

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

  Hourvitz Leonard

様

〈
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
〉

　
熊 

給　
敏 

紘 

様

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　
ミ
ラ
ー
・
ト
ー
マ
ス 

様

〈
兵
庫
県
芦
屋
市
〉

　
金 

住　
善 

次 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
今 

泉　
隼 

介 

様

〈
兵
庫
県
相
生
市
〉

　
小 

西　
高 

男 

様

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

　
城　

 　
良 

二 

様

〈
東
京
都
立
川
市
〉

　
下 

山　
佑 
太 
様

〈
岐
阜
県
各
務
原
市
〉

　
稲 

積　
幸 

介 
様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
峯 

浦　
一 

喜 

様

〈
福
岡
県
福
岡
市
〉

　
三 

好　
京 

子 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
不 

破　
理 

奈 

様

〈
東
京
都
荒
川
区
〉

　
尾 

﨑　
　

 

樹 

様

〈
兵
庫
県
西
宮
市
〉

　
俣
野　
耕
一
郎 

様

〈
三
重
県
津
市
〉

　
星 

野　
祐 

輔 

様

〈
東
京
都
練
馬
区
〉

　
西 

田　
裕 

之 

様

〈
滋
賀
県
大
津
市
〉

　
山 

田　
　

 

豊 

様

〈
東
京
都
練
馬
区
〉

　
長
谷
部
善
太
郎 

様

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
柴 

田　
宗 

則 

様

〈
京
都
府
京
都
市
〉

　
吉 

澤　
敏 

章 

様

〈
東
京
都
杉
並
区
〉

　
関 

島　
　

 

薫 

様

〈
栃
木
県
栃
木
市
〉

　
大 

山　
　

 

守 

様

〈
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
〉

　
浅 

井　
光 

治 

様

〈
滋
賀
県
野
洲
市
〉

　
稲 

原　
秀 

昭 

様

○
寄
付
金
額
６
万
円

〈
大
阪
府
池
田
市
〉

　
久 

我　
義 

淳 

様

○
寄
付
金
額
７
万
円

〈
東
京
都
品
川
区
〉

　
高 

山　
和 

興 

様

○
寄
付
金
額
10
万
円

〈
静
岡
県
熱
海
市
〉

　
池 

田　
　

 

啓 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
高 

田　
宗 

彦 

様

〈
兵
庫
県
神
戸
市
〉

　
植 

田　
真 

司 

様

〈
東
京
都
中
央
区
〉

　
篠 

岡　
麻 

由 

様

〈
東
京
都
目
黒
区
〉

　
西 

室　
博 

志 

様

〈
愛
知
県
江
南
市
〉

　
吉 

田　
康 

太 

様

〈
東
京
都
江
東
区
〉

　
宝
富
士　
大
輔 

様

〈
千
葉
県
習
志
野
市
〉

　
阿
武
咲　
奎
也 

様

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
櫻 

井　
祐 

補 

様

〈
東
京
都
練
馬
区
〉

　
山
本　
真
由
美 

様

○
寄
付
金
額
15
万
円

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
西 

野　
俊 

貴 

様

〈
東
京
都
渋
谷
区
〉

　
徳 

田　
誠 

二 

様

〈
千
葉
県
市
川
市
〉

　
井 

上　
卓 

士 

様

〈
神
奈
川
県
横
浜
市
〉

　
北 

川　
昌 

子 

様

〈
愛
知
県
豊
田
市
〉

　
安 

山　
龍 

昭 

様

〈
愛
知
県
名
古
屋
市
〉

　
岩 

田　
宗 

久 

様

〈
大
阪
府
豊
中
市
〉

　
増 

田　
公 

人 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
竹 

入　
厚 

志 

様

〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

　
滝 

口　
幸 

隆 

様

〈
青
森
県
弘
前
市
〉

　
長
谷
川　
武
久 

様

○
寄
付
金
額
16
万
円

〈
埼
玉
県
東
松
山
市
〉

　
坂 

田　
　

 

徹 

様

○
寄
付
金
額
20
万
円

〈
千
葉
県
千
葉
市
〉

　
蝦 

名　
和 

博 

様

○
寄
付
金
額
30
万
円

〈
大
阪
府
豊
中
市
〉

　
宮 

本　
　

 

篤 

様

〈
東
京
都
港
区
〉

　
市 

原　
幹 

三 

様

○
寄
付
金
額
100
万
円

〈
東
京
都
〉

　
升 

田　
敏 

則 

様

少
し
で
も
地
域
の
発
展
に

役
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

鉄
道
維
持
大
変
そ
う
で
す

が
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
す
！

北
海
道
の
お
隣
さ
ん
、
青

森
県
も
共
に
地
域
活
性
化

し
観
光
客
を
呼
ん
で
元
気

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

大
好
き
な
街
、
中
泊
町
。

陰
な
が
ら
応
援
し
て
お
り

ま
す
。

濱
舘
町
長
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
あ
る
ご
活
躍
の
お
姿

を
拝
見
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
仙
台
か
ら
中
泊
町

の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

交
通
網
の
充
実
、
医
療
施

設
の
充
実
な
ど
、
地
域
の

方
が
住
み
や
す
い
街
に
な

る
よ
う
応
援
し
た
い
で
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
機
農
産
物
の
生
産
を
応

援
し
ま
す
。

夏
休
み
に
青
森
を
キ
ャ
ン

プ
旅
行
し
ま
し
た
。
す
ば

ら
し
い
土
地
な
の
で
大
切

に
育
ん
で
で
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

阿
武
咲
、応
援
し
て
ま
す
♪

美
味
し
い
お
米
を
作
っ
て

い
る
中
泊
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

今
年
、
青
森
を
観
光
し
ま

し
た
。
と
て
も
よ
か
っ
た

の
で
納
税
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

き
れ
い
な
自
然
を
守
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
地

域
だ
と
思
い
ま
す
。

中
泊
町
は
良
い
所
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ

と
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

く
だ
さ
い
っ
！

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

町
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
相

撲
も
頑
張
り
ま
す
‼

町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
上

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
‼

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

少
子
化
対
策
を
進
め
て
い

か
れ
ま
す
こ
と
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
街
づ

く
り
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
方
都
市
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ふるさと納税 ありがとうございました
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図書館 情報

なんでも行政相談
日　時…２月28日㈬ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

※ 相談に来られる方は、庁舎西側出入り口をご利
用ください。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

２月21日　宮　越　優　子

　　　　　古　川　節　子

２月21日　藪　田　由比子

　　　　　秋田谷　徳　美
相談場所　役場相談室２　　　
相談時間　午前９時～正午　　
相談に来られる方は、庁舎西側
出入り口をご利用ください。　　

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～正午　　

２
月
28
日
は

国
民
健
康
保
険
税 

８
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人

の
引
き
落
と
し
日
は
２
月
❷❻

日
㈪
で
す
。
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※ 

町
税
の
納
付
は
便
利
で
安
全

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い役

場
税
務
課
課
税
係

１
２
１
２
～
１
２
１
４

問内

○ テーマ
　　「理・数・工学への招待」
　 身近なものの中に隠れている法則や関数。
　 理数系が苦手な人でも興味が持てるような、理・数・

工学関係の図書を幅広く紹介します。

『いつのまにか忘れてしまった34の大切なこと』
 中山　和義　実業之日本社
『頭がよくなる子どもとの遊び方』 小川　大介　大和書房
『おちゃめに100歳！寂聴さん』 瀬尾まなほ　光 文 社
『マンガでおさらい中学数学』 春原　弥生　KADOKAWA
『仮面ライダー大図鑑デラックス』 ポプラ社
『野球の医学』 菅谷　啓之　文 光 堂

　12月27日㈬・１月９日㈫の両日、「くじらさ
んと一緒にスマイルタイム」と題し、くじらさん
こと佐藤江里子さん（中泊町）による、手作りパネ
ルシアターやエプロンシアターが行われました。
独創的なおはなしの世界に、みんなは終始釘づけ
になっていました。
　「しりとりのすきなおおさま」のおはなしでは、
会場にいるみんなで一緒にしりとりを楽しむ姿が
見られました。
　最後は、いろいろな遊び歌で盛り上がり、ジャ
ンケンで勝った人には、すてきな手作りのお花の
バルーンアートやミニ雪だるまがプレゼントされ、
子どもたちは満面の笑顔をみせていました。
　すてきなスマイルタイムとなりました。

　もうすぐひなまつり……ふんわり、かわいい手のひ
らサイズのおひなさま作りに参加して、今年のひなま
つりの思い出を形に残しませんか？
○日　時…２月24日㈯ 10時～11時30分
○場　所…総合文化センター「パルナス」２階研修室
○参加費…無料
○申込締切…２月17日㈯
　※ 詳しくは、中泊町図書館（℡69－1111）までお問

い合わせください。

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

楽しい うれしい スマイルタイム

ミニミニキュートなおひなさま
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／災害情報テレホン ☎34－2323／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

　

小
学
生
ほ
か
９
人
が
、
ポ
ン
ポ
ン

人
形
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師

は
、
町
内
の
キ
ル
ト
制
作
グ
ル
ー
プ

「
キ
ル
ト
の
仲
間
た
ち（
三
上
る
み

こ
代
表
）」
の
皆
さ
ん
で
す
。
毛
糸

の
玉
を
鋏
で
切
り
そ
ろ
え
、
フ
ェ
ル

ト
の
パ
ー
ツ
を
貼
り
付
け
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
が
完
成
で
す
。

◆
小
泊
地
区
の
漁
具
①
‼

　

小
泊
を
代
表
す
る
漁
具
と
い
え
ば
、

や
は
り
イ
カ
漁
に
関
す
る
モ
ノ
で
す
。

　

ま
ず
は
「
ト
ン
ボ（
ヤ
マ
デ
）」、

天
秤
状
の
両
端
に
イ
カ
針
を
つ
け
た

漁
具
を
、
イ
カ
の
群
れ
が
い
る
海
中

に
沈
め
ま
す
。

　

引
き
上
げ
る
と
針
に
イ
カ
が
掛
か

る
と
同
時
に
、
群
れ
も
水
面
近
く
に

誘
導
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、今
度
は「
ハ
ネ
ゴ
」

の
登
場
で
す
。
二
股
に
分
か
れ
た
棹

先
に
イ
カ
の
切
身（
モ
ガ
）を
巻
き
つ

け
た
竹
針
が
あ
り
、
熟
練
者
は
両
手
、

合
計
４
本
の
釣
糸
を
巧
み
に
扱
い
、

大
量
の
イ
カ
を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
形
の
漁
具
も
あ
り
ま
す
。

角
材
に
ブ
ド
ウ
ヅ
ル
の
輪
が
つ
い
た

も
の
は
、
イ
カ
建
網（
定
置
網
）に
使

用
す
る
浮
子
「
ダ
ン
ブ
」
で
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
よ
う
な
漁
具

は
「
シ
ロ
ガ
イ（
イ
ガ
イ
）採
り
」、

ホ
コ（
棹
）先
に
取
り
付
け
て
使
用
し
、

引
手
を
引
く
と
先
端
が
開
き
、
押
す

と
閉
じ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

◆ 

冬
の
企
画
展﹁
キ
ル
ト
の
仲
間
た
ち

作
品
展
︱
春
ら
ん
ま
ん
♪
︱
﹂‼

日
時
…
３
月
18
日
㈰
ま
で　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
45
分（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）／
休
館
日
…
毎
週
月

曜
・
第
４
木
曜
･
祝
日
／
入
館
料
無

料（
常
設
展
は
通
常
料
金
）

◆
キ
ル
ト
教
室
開
催
‼

　
最
近
﹆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
﹆
叅⓼
度
以
上
の
高
熱
・

頭
痛
・
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状

が
あ
ら
わ
れ
﹆
重
症
化
す
る
と
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
が
合
併
す
る

恐
れ
も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
体

の
調
子
が
悪
い
と
思
っ
た
ら
﹆
す

ぐ
に
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
﹆
次
の

よ
う
な
予
防
対
策
が
あ
り
ま
す
。

・ 

医
療
機
関
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
。

・ 

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
帰

宅
後
は
手
洗
い
う
が
い
を
す
る
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
に
気
を
付
け
る
と
﹆

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な
く
﹆

風
邪
の
予
防
に
も
な
る
の
で
﹆
で

き
る
だ
け
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
空
気
が
乾
燥
す
る
と
﹆
体

の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
の
で
﹆

加
湿
器
を
使
用
し
﹆
乾
燥
を
避
け

る
事
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ

や
風
邪
の
予

防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
本
格
的
に
雪
の
降
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
降
雪
に
伴
い
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
﹆
除
排
雪
で
の
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
﹆
作

業
時
は
十
分
注
意
し
て
行
い
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
﹆
冬
期
間
は
道
路
が
滑
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
﹆
注
意

が
必
要
で
す
。

　
万
が
一
﹆
転
倒
し
た
際
に
手
足

に
違
和
感
を
覚
え
た
り
﹆
吐
き
気

や
め
ま
い
な

ど
が
生
じ
た

場
合
は
す
ぐ

に
病
院
へ
行

く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
消
防
署
で
は
﹆
消
防
水
利
の
除

雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
﹆
降
雪
量

が
多
い
時
は
﹆
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

自
主
的
な
除
雪
の
お
陰
で
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

VOL.77

︻
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
︼

除
排
雪
・
雪
道
で
の

転
倒
に
注
意
‼

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
!

消
防
水
利
の
除
雪
﹆
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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①
仕
上
げ
み
が
き
を
す
る
事

②
優
し
い
と
こ
ろ

①
毎
日
の
仕
上
げ
み
が
き
を
時
間
を
か

け
て
す
る
　
②
え
く
ぼ
が
出
る
笑
顔

①
し
あ
げ
み
が
き
を
す
る
　
②
明
る
く

て
い
つ
も
皆
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す

①
フ
ッ
素
ス
プ
レ
ー
の
使
用
と
仕
上
げ

み
が
き
　
②
歌
と
踊
り
が
上
手
。
笑
顔

が
か
わ
い
い

　

１
月
18
日
㈭
、
青
森
大
学
社
会
学

部
・
藤
林
正
雄
教
授
を
講
師
に
「
ス

ト
レ
ス
の
こ
と
を
知
っ
て
こ
こ
ろ
も

体
も
健
康
に
」
の
テ
ー
マ
で
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎
日
だ
か
ら
こ

そ
、
ス
ト
レ
ス
と
は
何
か
を
理
解
し
、

上
手
に
付
き
合
う
こ
と
で
、
こ
こ
ろ

の
健
康
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

笑
い
を
交
え
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
続
く
こ
と
で
、

こ
こ
ろ
と
体
へ
の
圧
力
が
高
ま
り
、

ス
ト
レ
ス
関
連
障
害（
心
疾
患
、
胃

潰
瘍
、
慢
性
疼
痛
、
不
安
障
害
、
う

つ
病
な
ど
）の
状
態
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
、
自
分
な
り
の
ス
ト
レ

ス
と
の
付
き
合
い
方
を
知
り
、
ス
ト

レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ（
対
処
法
）を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

学
習
会
参
加
者
か
ら
は
、「
友
達

と
い
ろ
い
ろ
グ
チ
を
言
っ
た
り
聞
い

て
も
ら
う
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に

な
っ
て
い
る
」「
考
え
方
を
少
し
工

夫
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
く

な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
意
識
し
、

こ
こ
ろ
の
声
を
傾
聴
す
る
姿
勢
と
技

術
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
「
傾
聴
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

家
庭
や
仕
事
場
、
地
域
活
動
な
ど

で
聴
く
姿
勢
が
で
き
る
人
が
い
る
こ

と
は
、
話
し
や
す
い
、
安
心
の
あ
る
、

住
み
心
地
の
い
い
中
泊
町
を
つ
く
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●

日
時

　

１
回
目
…
２
月
28
日
㈬

　

２
回
目
…
３
月
２
日
㈮

　

３
回
目
…
３
月
９
日
㈮

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

 （
全
３
回
の
コ
ー
ス
で
す
。
１
、

２
回
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
）

●

会
場
…
役
場
1
階　

小
会
議
室

●

講
師

　

弘
前
大
学
大
学
院　

田
中
真
先
生

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
の
会
員

●

参
加
対
象
…
ど
な
た
で
も

●

参
加
料
…
無
料

●

申
込
み
…
町
民
課（
保
健
指
導
係
）

　
　
（
電
話
57

－

２
１
１
１
）

内
線 

１
４
１
２
〜
１
４
１
５

●

参
加
締
切
り
…
２
月
21
日
㈬

※
当
日
参
加
も
可

◎
予
防
接
種

　

接
種
期
間
が
短
い
子
ど
も
の
Ｍ
Ｒ

・
水
痘
・
日
本
脳
炎
・
Ｂ
型
肝
炎
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
接

種
の
し
忘
れ
が
な
い
よ
う
注
意
が
必

要
で
す
。

　

特
に
、
Ｍ
Ｒ
第
２
期
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
今
年
度
の
対

象
者
は
今
年
度
中（
３
月
31
日
ま
で
）

に
接
種
し
な
い
と
定
期
接
種
の
扱
い

と
な
ら
ず
、
有
料
、
ま
た
は
自
己
負

担
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
予
防
接
種

の
案
内
と
予
診
票
を
ご
確
認
の
う
え
、

計
画
的
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、
冬
季
は
献
血
者
が
減
少
し

ま
す
。
町
で
は
左
記
の
期
間
、
移
動

バ
ス
に
よ
る
街
頭
献
血
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
実
施
日

　

２
月
28
日
㈬

　
　
（
午
前
）10
時
〜
12
時

　
　
（
午
後
）１
時
15
分
〜
４
時

■
会
場

　
　

中
泊
町
役
場
庁
舎
前　

駐
車
場

永坂美
み

結
ゆ

愛
あ

ちゃん
（折 戸）

伊藤柚
ゆず

希
き

ちゃん
（派 立）

秋田來
らい

煌
き

ちゃん
（花丘町）

磯野唯
ゆい

愛
な

ちゃん
（下前中）

３
歳
児
健
診
に
て（
１
月
１１
日
）

※ 

今
回
の
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯
の

な
い
子
は
５
人
中
４
人
で
し
た
。

★
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
！

　

お
子
さ
ん
の
き
れ
い
な
歯
を

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

虫
歯
予
防
に
は
、
口
の
中
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
甘
い
お
や
つ
を
ダ
ラ
ダ
ラ

食
べ
る
習
慣
で
虫
歯
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ュ

ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。

　

大
人
が
食
べ
物
を
口
移
し
で

与
え
る
と
、
大
人
の
虫
歯
の
原

因
菌
が
唾
液
を
介
し
て
子
供
に

う
つ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
避
け

ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

傾
聴
講
座
開
催

の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

傾聴を学んで、
「聴き上手」を
めざしましょう！

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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1 木 12：15～ ３歳児健診（中里保健センター）

2 金 13：30～ 傾聴講座（役場小会議室）

3 土

4 日 ９：00～ お菓子づくり講座（中央公民館）

5 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

6 火

7 水

8 木 12：15～ １歳６か月児健診（中里保健センター）

9 金 10：00～

13：30～

高齢者教室（中央公民館）
傾聴講座（役場小会議室）

10 土

11 日

12 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

13 火

14 水

15 木

3　月

16 金

17 土
10：00～16：00

10：00～16：00

漁火センター図書室開放
すくすくしたまえ館図書室開放

18 日

19 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

20 火

21 水

22 木 12：50～ 乳児健診（中里保健センター）

23 金

24 土 10：00～16：00 小泊小学校体育館開放

25 日

26 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

27 火

28 水
10：00～13：15

13：30～

献血（役場前）
傾聴講座（役場小会議室）

2　月

青　

山　

清　

𠮷 

88 

（
今
泉
下
）

岡　

田　

セ　

イ 

97 

（
派
立
上
）

野　

村　

光　

春 

70 

（
富　

野
）

桧　

川　

ツ　

ヤ 

82 

（
深
郷
田
下
）

和　

田　

吉　

弘 

88 

（
入　

舟
）

山　

内　

孫
十
郎 

91 

（
新
町
２
）

田
名
部　

福　

藏 

92 

（
若
葉
町
）

吹　

田　

仁
三
郎 

93 

（
下
前
浜
）

山　

田　

弘　

子 

83 

（
下
前
上
）

坂
田　
　

蓮れ
ん 

（
男
・
幸
則
） 

宮　

川

小
野　

裕ひ
ろ
と翔 

（
男
・
公
裕
） 

富　

野

三
上　

新あ
ら
た太 

（
男
・
和
也
） 

上
豊
岡

　

野　

上　

佳　

紀 

（
下
高
根
）

　

橋　

場　

里　

恵 

（
富
山
県
）

　

井　

上　

裕　

介 

（
神
奈
川
県
）

　

米　

塚　

友　

美 

（
下
豊
岡
）

米　

塚　
　
　

一 

55 

（
福　

浦
）

加　

藤　

ミ　

マ 

70 

（
派
立
中
）

葛　

西　

チ　

ヤ 

83 

（
尾　

別
）

田　

中　

繁　

造 

90 

（
豊　

島
）

小　

寺　

春　

雄 

83 

（
薄
市
上
）

三　

上　

タ
マ
ヱ 

83 

（
富　

野
）

外　

﨑　

英　

子 

89 

（
宮
野
沢
）

︵
㆒㆓
月
届
出
分
︶

12月末現在（前月比）

人　口 11,406人（－㆓⓺）
　男　 5,351人（－８）
　女　 6,055人（－㆒⓼）
世帯数 5,125（－８）
出生　３  ／  死亡　㆓叅
転入　㆒㆕  ／  転出　㆓₀

人のうごき

（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口



　中央公民館が１月27日㈯、町活性化施設と農産加工販売
施設ピュアでキャンドル＆雪灯ろう作りを行い、16人の子
どもたちが参加しました。
　キャンドルづくりでは、ゼリー状のロウをグラスに入れ、
その上に溶かしたロウを流し込みました。カラフルな色合い
になったキャンドルに子どもたちはうっとりしていました。
　外に出てからは、雪灯ろう作りに挑戦しました。バケツに
パイプを入れ、その周りを雪で固めてからパイプを抜き、バ
ケツから出すと雪灯ろうの完成です。何度か失敗して崩れた
りもしましたが、コツをつかんだ子どもたちは、てきぱき雪
灯ろうを作っていました。灯りが点けられると、ピュアの前
には幻想的な風景が広がりました。子どもたちからは「すご
くきれい。疲
れたけど楽し
かった」と声
が上がってい
ました。

　１月20日㈯、町内では初となる地吹雪体験ツアー
が役場西側の雪原で行われました。
　台湾などからの留学生４人が参加しました。この日
は地吹雪体験には生憎の晴れもようとなりましたが、
参加者らは「もんぺ」に「かくまき姿」となり「かん
じき」を着用して笑顔で雪原にくりだしていました。
体験後は、町特産である津軽海峡メバルを使ったメバ
ル汁を堪能しました。また、25日㈭に２回目の地吹
雪体験ツアーが行われ、東京から13人が参加しました。
　この日は、猛吹雪にみまわれ、絶好の地吹雪体験日
和となりました。着替えた参加者らは視界が悪く、立
っているのもやっとという状況のなか、雪の上を飛び
跳ねながら地吹雪を体験していました。体験した人は
「飛ばされそうだった。
雪国の人の強さを肌で
感じることができ良い
体験となった」と話し
ていました。体験後は、
熱々のメバル汁に舌鼓
を打ち、冷え切った体
を温めていました。

幻想的な雪灯ろうを楽しむ キャンドル＆
雪灯ろう作り

雪の上を楽しそうに歩くツアー客ら

初めての猛吹雪を楽しむ

ペットボトルに色つけ

きれいなキャンドルできました幻想的なキャンドルライト

振る舞われたメバル汁

広
報 

な
か
ど
ま
り 

２
月
号

発
行
／
青
森
県
北
津
軽
郡
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泊
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合
戦
略
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 u
p! 今月の

イチ押し 当たり？ハズレ？津軽の厳しさ体験 地吹雪体験
ツアー開催


